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住    所 〒４３６－０３３３ 

静岡県掛川市大和田３２０－１（掛川市森林組合内） 

名   称 遠州森林認証グループ 

代 表 者 遠州森林認証グループＦＭ管理責任者 

（掛川市森林組合代表理事組合長 榛村航一） 

連 絡 先 掛川市森林組合（事務局） 

電    話 ０５３７－２５－２１１１ 

Ｆ Ａ Ｘ ０５３７－２５－２１１３ 

Ｅメール kakemori@vc.tnc.ne.jp  

 

͍˵͎ ᴎᾉ ק ӽχᵵ  

遠州森林認証グループは、掛川市、森町の１市１町にまたがる広域的な認証管理団体である。

市町ごとの概要は以下のとおり。 

 

͍˵͎˵͍ ᶝ ◕χᵵ  

（１） 位置 

掛川市は、静岡県の西部に位置し、静岡県の二大都市静岡市と浜松市の中間に位置している。 

東側は島田市、菊川市、御前崎市に、西側は袋井市、森町に接する。面積は 265.63ｋ㎡であ

り、県内で 3.4％を占め、県内で６番目に広い都市となる。 

（２）気候 

掛川市の１年を通じての平均気温は 17℃前後、年間降水量は約 1,800ｍｍ、気候は温暖であ

るが、冬季は「遠州の空(から)空っ風」と呼ばれる寒風が吹く。 

（３）地形 

市北部は、標高 832ｍの八高山をはじめとする山地であり、その南側に平地が開ける。市中央

部には標高 264ｍの小笠山があり、その山麓は複雑な谷戸を持った丘陵地である。市南部には平

地が広がり、遠州灘に面して約 10ｋｍにわたる砂浜海岸がある。掛川市は、東西約 16ｋｍ、南

北約 30ｋｍで南北に細長く、小笠山付近でくびれた形状である。 

（４）市勢 

掛川市の人口は平成 22 年（2010 年）で 116,363 人であり、前回調査と比較して、1,494 人

（△1.3％）が減少しています。 掛川市の平成 22 年（2010 年）の生産年齢人口（15～64 歳）

割合は 63.7％、高齢化率（65 歳以上人口割合）は 22.1％であり、生産年齢人口割合は減少傾

向に、高齢化率は増加傾向にあります。 

産業別就業者については、第１次産業就業者の割合が継続して減少している一方で、第３次産

業就業者の割合が増加しています。第２次産業就業者の割合は、平成２年までは増加していたも

のの、その後徐々に減少しています。 
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（５）森林と林業 

総面積 26,563ha のうち、森林面積は 11,312ha（民有林 10,843ha、国有林 469ha）で、総面

積の約 43％を占めている。スギ、ヒノキを主体とした人工林面積が 6,653ha（人工林率 59％）

を占めている。 

人工林の約 86％は 40 年生以上と、資源として成熟しており、積極的な利用が望まれるが、森

林面積 5ha 未満の小規模所有者が全体所有者の 83％と多いため、施業の集約化と路網整備によ

る施業の効率化・低コスト化の実現が今後の課題となっている。 

各地域において期待される森林の機能を踏まえた、目指すべき森林の姿が次のとおり整理され

ている。 

北部の原田・原泉・倉真地区は、水源涵養地帯であり、水資源を保持し渇水を緩和するととも

に、洪水流量等を調節する機能を持った森林として整備する。また木材生産地域でもあり、既に

資源として成熟した人工林が多いことから、路網整備を推進し、生産基盤を整備する一方で、森

林施業の集約化を促進し、森林整備の適正且つ効率的な実施を目指す。 

東部の日坂・東山地区は、丘陵地を活かした開墾により、県内有数の樹園地として整備されて

いる地域であるが、山地災害の発生により、人命・人家等施設への被害のおそれがある森林地帯

のため、森林施業の方法を指定することにより、土地を保全し山地災害発生の防止を目指す。 

中部の小笠山周辺は、保健文化機能維持増進地帯であり、自然の宝庫といわれる小笠山樹林は

多様な樹種からなるため、市民に憩いと学びの場を提供する、保健・レクリエーション機能を有

する森林として、保健機能の維持増進を目指す。 

 

͍˵͎˵͎ χᵵ  

（１）位置 

本町は、静岡県西部地区、遠州のほぼ中央に位置し、日本のほぼ中心に位置する。 

森町役場を起点とした直線距離では、東京から約 190km、静岡から約 45km、浜松からは約

25km となっている。(出典：第８次森町総合計画） 

東は掛川市、西は浜松市、磐田市、北は島田市、南は袋井市と接しており、北部の山林を源流

とする２級河川太田川が本町の中央を流れている。本町の広さは、東西 13km、南北 24km、面

積 133.91 ㎢となっている。(出典：森町の統計 平成 24 年度版ʺ国土交通省国土地理院 平成 27

年全国都道府県市町村面積調 森町産業課調べ） 

（２）気候 

気候は、温暖で恵まれた気候条件であり、年平均気温（平年値）は 15.5～17.2℃、年間降水

量は約 1,800～3,400mm となっている。（出典：森町の統計 平成 24 年度版） 

（３）地形 

本町は、東西に狭く南北に長い地形で、三方を森林に囲まれ、北部の山林を源流とする太田川

が中央を流れ、下流の南部地域に田園地帯が広がり、豊かな自然の恵みを受け、耕地及び集落が

形成され、発展してきている。（出典：第８次森町総合計画、森町森林整備計画） 

（４）町勢 

本町は、明治 22 年の市町村制施行では１町５か村となり、その後の合併を経て昭和 31 年に

は現在の森町の姿となった。森町の人口を国勢調査で見てみると、平成７年の 21,321 人をピー
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クに減少に転じており、平成 22 年度の国勢調査では 19,431 人となっている。 

森林は全面積の約 71％を占めていますが、長期的な木材不況に加え、林業従事者の高齢化や

後継者不足、不在所有者の山林面積の増加などにより林業活動が低迷し、荒廃が進んでいる。森

林のもつ公益性や多面的な機能を維持する観点からも、計画的な森林整備と林業振興が求められ

る。（出典：第８次森町総合計画、森町人口ビジョン及びまち・ひと・しごと創生総合戦略） 

（５）森林と林業 

本町の総面積 13,391ha のうち、森林面積は 9,538ha(民有林 9,239ha、国有林 299ha）で、総

面積の約 71%を占めている。このうち、スギ・ヒノキを主体とした人工林面積が 7,044ha(人工

林率約 73％）と大部分を占めている。また、三倉地域の森林のほぼ全域が水源涵養保安林に指

定されるなど、水源涵養機能が高い森林地帯でもある。 

人工林の約 82％は 40 年生以上と、資源として成熟しており、積極的な利用が望まれるが、小

規模の森林所有者が多く、森林施業が計画的、重点的に行われていないのが現状である。 

また、長引く木材価格の低迷により生産量が激減しており、地域林業の担い手である森林組合

の運営も年々厳しい状況になっている。 

しかし､森林の持つ水源の涵養、土砂の流出･崩壊防止及び生活環境の保全等、公益的機能の重

要性は益々高まってきていることから、自然的、社会的条件を考慮し、特に北部地区を中心とし

て水源涵養が高い地域であり、その機能が効果的に発揮されるよう、適切な整備・保全を推進し

ている。 

各地域において期待される森林の機能を踏まえた、目指すべき森林の姿を次のとおり整理され

ている。 

北部の三倉・天方地区は適切な森林の施業、治山事業等の計画的な実施を通じて、水源涵養機

能を高める森林の整備をすすめる。また、林業に必要な木材生産機能を発揮させるため、路網を

整備して森林施業の集約化をすすめ、適正な森林施業を推進し、形質の良好な木材が搬出できる

森林を目指す。 

南部の森・一宮・園田及び飯田地区は、主に茶・米・レタス等多彩な作物が生産されている農

業が盛んな地区である。水源涵養機能を高める森林の整備をすすめるとともに、保健文化機能維

持森林である「町民の森」を中心として、自然環境を活かしながら町民が気軽に森林に親しむこ

とができる空間の創出及び健康づくりの里山を目指し、維持管理及び段階的に整備する。(出典：

森町森林整備計画） 

 

͍˵͏ Ἱ  

（１）森林認証グループシステム 

認証グループ規約及びサイト規約のとおり 

（２）グループ加入者 

名簿のとおり 

（３）計画期間 

認証取得日から５年間 

 

͎ Ḛ  
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自然と人間が共生する循環型社会を目指して、環境に配慮した適切な森林管理と木材等の森林

資源の有効利用を通じて地域社会に貢献するとともに、後年にわたり資源、技術を伝承する。 

 

͎˵͎ ṁ  

地域の５割以上を占める森林の管理の一部を担う者として、FSC の原則と規準や関係法令を

遵守し、「森林の整備育成、木材の生産、木材の販売及び林業活動」を以下の基本方針に基づき

実施する。  

・環境、社会、経済等に配慮した森林管理方法を明らかにし、作業員及び関係機関に対する理

解と意識向上に努める 

・地域社会の一員であることを認識し、広く社会との良好な関係を保つように努める 

・常に長期的視野に立って経営計画を定め、確実な実行、検証、見直しを行う 

 

͎˵͏ Ḛ ὓᵊ 

森林管理方針に基づき、森林の管理方法、管理手順等を定めた森林管理計画書を作成する。 

森林管理計画は、森林の状態、環境、社会、経済状況の変化、森林作業共通仕様書・モニタリ

ング実施要領での結果等を勘案し、５年に１回見直しを行う。 

 

͎˵͐ ᶨ ‮  

（１）環境 

・天然林を保護し、景観の多様化を図り、豊かな生態系を築く 

・区域内の河川を守り、下流住民の水瓶として森林を保全する 

・森林内を流れる渓流の水質汚染を防ぎ、水生生物の多様性を確保する  

・野生動植物との共生のための森林環境を整備する  

・外来種を発見した場合は、関係機関と連携し、排除に努める 

（２）社会 

・森林の持つ多面的な機能について広く理解を得るため、地域住民や都市住民と連携した森 

 林づくりをする  

・林業従事者の安定確保と地域社会の雇用の場として、森林が寄与できるよう努める  

・環境教育の場として、フィールド及び情報、実技を提供する  

・管理する森林内で行われる他者の行為についても環境負荷が少なくなるよう指導する 

・地域における習慣的（伝統的）使用権について尊重する 

（３）経済 

・循環型社会における木材の価値を高め、木材の利用拡大と安定供給に努める 

・経済的な森林管理のために、路網整備と管理計画に基づく施業を実行する  

・木材生産、森林整備のコスト軽減のために合理化を徹底的に行うとともに、環境負荷を最小

にする努力をする 
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͏ χᵵệρζχ︡ӌΜ 

͏˵͍ χᵵ  

（１）－１ 状況（全体） 

 森林面積(ha)  蓄積(千ｍ3) 成長量(ｍ3) 構成比率(%) サイト数 

認証林 1,106.16 368 5,702 100.0 3 

内 

訳 

人
工
林 

針葉樹 956.09 353 5,597 86.4 3 

広葉樹 0.74 0 1 0.1 1 

天然林 108.92 15 104 9.8 2 

その他 40.41   3.7 2 

◇県立自然公園 なし   ◇保安林 あり 

（１）－２ 位置、区分図（全体） 

別紙「認証グループ管理図面」のとおり 

（１）－３ 各サイトの一覧 

  森林面積(ha)  蓄積(千ｍ3) 成長量(ｍ3) 森林所有者（人） 

掛川市サイト 認証林 440.64 133 2,220 27 

森町サイト 認証林 442.74 170 2,248 62 

県営林サイト 認証林 222.78 65 1,234 1 

計 1,106.16 368 5,702 90 

◇県立自然公園 なし   ◇保安林 あり 

（２）－１ 状況（掛川サイト） 

 森林面積(ha)  蓄積(千ｍ3) 成長量(ｍ3) 構成比率(%) 森林所有者（人） 

認証林 440.64 133 2,220 100.0 27 

内 

訳 
人
工
林 

針葉樹 397.78 128 2,170 90.3  

広葉樹      

天然林 42.86 5 50 9.7  

その他      

◇県立自然公園 なし   ◇保安林 あり 

（２）－２ 位置、区分図（掛川サイト） 

別紙「ＦＭ認証グループ管理図面」のとおり 

（３）－１ 状況（森サイト） 

 森林面積(ha)  蓄積(千ｍ3) 成長量(ｍ3) 構成比率(%) 森林所有者（人） 

認証林 442.74 170 2,248 100.0 62 

内 

訳 

人
工
林 

針葉樹 361.08 160 2,193 81.5  

広葉樹 0.74 0 1 0.1  

天然林 66.06 10 54 15.0  

その他 14.86   3.4  

◇県立自然公園 なし   ◇保安林 あり 

（３）－２ 位置、区分図（森サイト） 



- 6 - 

 

別紙「認証グループ管理図面」のとおり 

（４）－１ 状況（県営林） 

 森林面積(ha)  蓄積(千ｍ3) 成長量(ｍ3) 構成比率(%) 森林所有者（人） 

認証林 222.78 65 1,234 100.0 1 

内 

訳 

人
工
林 

針葉樹 197.23 65 1,234 88.5  

広葉樹      

天然林      

その他 25.55 -  -  11.5  

◇県立自然公園 なし   ◇保安林 あり 

（４）－２ 位置、区分図（県営林サイト） 

別紙「認証グループ管理図面」のとおり 

 

͏˵͎ Ῥ χᾝệρζχ︡ӌΜ 

認証対象森林 1,106.16 ㏊のうち人工林は 956.83 ㏊であり、人工林の植生内訳はスギ 506.77

㏊、ヒノキ 442.51 ㏊、その他 7.55 ㏊、その総蓄積は 353 千㎥である。掛川市森林整備計画（平

成 26 年４月１日～平成 36 年３月 31 日）、森町森林整備計画（平成 26 年４月１日～平成 36 年

３月 31 日）に定める資源の循環利用林での標準伐期はスギが 40 年、ヒノキが 45 年としてい

るが、人工林の多くが伐採に適した林齢を迎えつつあり、これからは木材の供給能力が増大する

と見込まれる。 

今後、持続可能な森林経営を行いながら、安定した木材の供給を目指すとともに、保護区に指

定される森林や保安林については、保護、保全に努めていく。 

 

͏˵͏ χᾝệρζχ︡ӌΜ 

認証対象森林 1,106.16ha のうち広葉樹を多く含む天然林は 108.92ha であり、その総蓄積は

15 千㎥である。 

この天然林のうち商業目的での伐採は行わない保護区及び保全を目的とした管理を行う保全

地帯は下記のとおりとする。 

保全地帯においては、薪炭をはじめとするエネルギー資源、特用林産物資源として活用すると

ともに、景観に配慮した植生を形成しつつ、多様な動植物の生息、生育環境の保全に努める。 

なお、広葉樹林、雑木林は主として萌芽更新を行い、他の林種への転換は行わないこととする。 

認証森林のうち、全体の約 10％（116ha）は保全地帯、約５％は保護区（61ha）に指定し保

護、保全に努めていく。 

 

͏˵͐ χ︡ϤӌΜ 

（１）急傾斜地 

急傾斜地のうち、土壌浸食が見られる人工林は、強度間伐を行うとともに、広葉樹自然植生を

促し林地及び表土を保護する。このとき、天然林はそのまま保護する。 

（２）保全地帯 

認証林のうち 10％（116ha）については、保全地帯とし、指定した生物多様性の保全を主な
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目的として管理する。 

（３）保護区 

認証林のうち５％（61ha）については、保護区として指定し、全ての商業的な収穫から保護

されることを目的とし管理する。 

（４）バッファーゾーン 

尾根筋や常時水が流れている河川及び渓流沿いは、水質保全や生物多様性の確保のために、当

該河川及び渓流から 10ｍ～20ｍ程度の人工林は、強度間伐を行うとともに、広葉樹自然植生を

促す。 

また、伐採木が河川等にかからないよう特に注意するとともに、天然林はそのまま保護する。 

バッファーゾーンの位置 森町の林班 41 と 42,43 間の鳥居沢 

（５）保護価値の高い森林 

認証林内に存在する金剛院山門及び仁王像は、昭和49年９月27日に町指定文化財に認定され

た。 本史跡等の周辺については、文化的に保護価値が高い森林として位置づけ、林小班44-い-

４～11（17.52ha）での伐採を行う際は史跡等の保全とともに景観についても十分に配慮する。 

 

͏˵͑ ☼ỘτΣΪϥḕẽ  

「掛川市森林整備計画」（平成 26 年４月１日～平成 36 年３月 31 日）、「森町森林整備計画」(平

成 26 年４月１日～平成 36 年３月 31 日)及び別紙「森林作業共通仕様書」に基づき、適切な森

林施業を実施するとともに、次のとおり環境に配慮した作業を実施する。 

（１）地拵え作業 

・広葉樹等は施業に支障のない限り林内に残すこと 

（２）植栽作業 

・活着をはかるため、苗木の乾燥を防ぐこと 

・野生動物による食害が予測される場合は、防護柵の設置等防除措置を講ずる 

（３）下刈作業 

・林分の状況を判断し、方法を決定すること 

・必要以上の下刈りは、避けること 

・広葉樹は、植栽木の生長を妨げない限り残すこと 

・刈払いに際しては、植栽木及び存置木に損傷を与えないこと 

・刈払った下層植物は、その場所に存置し林外に持ち出さないこと 

・鳥類の営巣が見られるときは営巣の妨げにならないよう配慮すること 

（４）つる切作業 

・つる類の切断除去にあたっては、植栽木及び存置木に損傷を与えないこと 

（５）枝打ち作業 

・枝打ち対象の木に鳥類の営巣が見られるときは、営巣の妨げにならないよう配慮すること 

（６）間伐作業 

・可能な限り広葉樹を残し、林地保全に配慮すること 
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・間伐のための下刈りは、伐木等作業の際の安全を確保しつつ必要最小限にすること 

・伐倒にあたっては、残存木への損傷を最小限にすること 

・急傾斜地においては、伐倒木が流出しないような対策をとること 

・河川等にかかっている、又は流れ込む恐れがある倒木を処理すること 

（７）伐採・搬出作業 

・地形、林分の状態、林道の配置、集材距離等を考慮し、最も効率がよく、対象林分及び自 

然環境に負荷の少ない作業方法を選択すること 

・伐採木の枝条、木屑等は、河川、渓流に入れないこと 

・収穫材、残存木の破損は、最小限にすること 

・資材等の放置はしないこと 

・搬出の際、林道、その他路肩等を傷めないよう、十分に配慮すること 

・年間を通じて流水のある河川、渓流の周辺は、緩衝帯（バッファーゾーン）として保全し、 

混交林への誘導を図ること 

・伐採した木材が最も高い価格で取引されるような採材に努めるとともに、木材の有効利用 

を図ること 

 

͏˵͒ ρ ᴟ∞χ ῐ 

２００４年発行「まもりたい静岡県の野生生物―県版レッドデータブック―」を参考にすると

ともに、有識者等から認証林内、認証林周辺の希少種の分布状況情報収集及び構成員への周知を

行い希少種の保護に努める。（参考資料１「希少動植物の保護に関するマニュアル」参考） 

施業時には、林内における野生動植物の生息状況を把握し、その生息を阻害しないように注意

する。特に施業場所内に営巣場所を確認した場合は、行政環境担当部署及び専門家と相談し、繁

殖活動を妨げないよう作業内容を工夫する。 

また、「静岡県鳥獣保護区等位置図」を参考に鳥獣保護区や特定猟具使用禁止区域を把握し、

鳥獣の保護を図るとともに、植林地において野生動物による食害が深刻な場合には、防護柵の設

置等の防護策をとる。 

併せて、掛川市「文化財一覧表」、「森町の文化財」等を参考に文化財や天然記念物等の分布

状況の情報収集を行い、作業を実施する際は、文化財保護法に基づき実施するとともに、掛川市

社会教育課及び森町社会教育課と協議し、天然記念物等の保護に努める。 

 

͐ ỘὊְ 

͐˵͍ ṍ ρ ▀  

「掛川市森林整備計画」及び「森町森林整備計画」に定める標準伐期は、スギ 40 年、ヒノキ

45 年等としているが、標準伐期齢は地域を通じた標準的な立木の伐採（主伐）の時期に関する

指標、制限林の伐採規制等に用いられるものであり、標準伐期齢以上をもって伐採を促すもので

はない。 

林地が広大、且つ、急峻で、林地によって肥痩の差が激しいこともあり、樹齢をもって伐採適
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期を一律に定めることが困難であるため、林分の生育状況、木材価格の動向、構成員の経済状況

等から、生産目的に応じて構成員が判断することとする。 

͐˵͎ ⅜ρ ᶏ 

「掛川市森林整備計画」、「森町森林整備計画」に基づき、次のとおりとする。 

（１）間伐 

・森林組合・林業事業体等からの提案による所有者のとりまとめを行い森林施業の共同化・ 

効率化を図っていく 

・合理的・集約的な林業経営を推進するため、ハーベスタ、プロセッサなどの高性能林業機 

械の導入、林道・作業道の開設・改良等林内路網の整備を推進するとともに、林道・作業道 

の維持・管理及び補修を行うための機械を導入し、作業効率の向上を図る 

・簡易な作業道又は複合路網の整備にも重点をおき、施業集約化による搬出コストの低減を 

図り、林業生産性の向上を図る 

・作業路設置の際には、法面保護及び排水処理を行い、斜面の崩壊を招くことがないよう留 

意する 

（２）主伐 

・上記（１）間伐と同様、森林施業の共同化・効率化等を図っていく 

 

͐˵͏ χ™  

正確な森林データを管理するため、必要に応じて森林簿を調整する。県の管理する森林簿も併

せて調整する。 

 

͐˵͐ ẽᵦχ ᶎᴟ 

林業経営の持続化、紛争の未然防止のため境界を明確にする。 

明確化作業の方法は、利害関係者の立会いの下で境界を決定し、境界杭やペンキなどで境界を

明示する。境界の決定をした日時、場所、立会者、明示の方法等を文書化し、保管する。 

曖昧な境界については、明確化作業を実施する。 

 

͐˵͑ ᶏὓᵊ 

（１）収穫 

適正な森林管理を行いながら、利用間伐量の増加と安定供給を図る。また、標準伐期齢を迎え

た林分において行われる主伐については、成長量を越えない伐採量とする。 

（２）木材の生産販売 

販売に際しては、社会に安定的に木材を供給できるよう努める。 

 

͐˵͒ ᶆЂϱЕχ ỘὊְ 

（１）県営林サイト 

「静岡県県営林経営計画」に定められた基準等を踏まえ、「長伐期・非皆伐施業を目指した森

林管理を進める林地」と「経済的に長期間人工林として維持することが困難な林地」に区分し、
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以下のとおり管理する。 

 ア 長伐期・非皆伐施業を目指した森林管理を進める林地 

   県営林施業モデルにより整備を進める。 

 イ 経済的に長期間人工林として維持することが困難な林地 

   自然環境等に応じて、生態学的に最も普遍的な森林へ天然更新等を利用しながら誘導し、

森林の持つ多面的機能の持続的な発揮に努める。 

（２）掛川サイト及び森サイト 

木材価格の低迷で収穫を見合わせ、伐期に達した林分が多くある。今後は、林内路網整備、高

性能林業機械の導入等によりコスト削減を図り、安定した木材生産と収穫を目指す。 

木材生産性の低い林分は広葉樹林化、混交林化を進め、公益的機能の増進を図る。 

 

͑ ЯИЌзрϽ ₰ 

モニタリングについては、別紙「モニタリング実施要領」に基づき実施し、管理計画改訂時に

反映させるものとする。 

 

͒ ρӗ Ḛ  

͒˵͍ ӗ ễӾ 

各サイトの森林作業従事者は、林業技術者協会等の研修会を積極的に受け、研修内容を関係者

に伝達するとともに、その研修記録を保管する。施業場所により安全確保内容が異なるので、各

作業単位の現場にて作業員全員で安全事項の確認を行い、特に未習熟の作業員の初期教育の際に

は、安全管理について実技指導を中心に徹底的に教育する。 

また、森林組合及び素材生産業者、自伐林家等、すべての森林作業従事者が労働安全衛生規則

を守るように努める。 

 

ᵓזּ ͎˵͒ ϒχᴥ  

持続的な林業経営及び労働災害への対応のため、各種社会保障制度へ加入する。 

 

͒˵͏ Ⱨᾮχ™ ♁ 

事故の再発防止のため、労災事故が発生した際には、その記録を作成・保管するとともに、今

後の対策を示す。 

 

͒˵͐ ӗ Ḛ  

（１）安全装備 

労働災害を未然に防止するため、安全装備の情報を収集し、作業に応じた装備へ改善を図る。 

・保 安 帽 … ＪＩＳ規格認定のヘルメット 

・手 袋 … 防振機能付き手袋、滑り止め付き軍手等 

・作 業 服 … 体にあった衣服 

・安全ズボン … チェンソーを目詰まりさせる素材の入った安全ズボン 

・安 全 靴 … 切断防止物が組み込まれた安全ブーツ、つま先等の部分に防護物が組み        
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込まれている安全ブーツ、又は地下足袋 

・そ の 他 … ゴーグル、防虫ネット、粉塵マスク等林業作業に適した防護装備 

 

 

 

林業作業に適した防護装備 

 防護する部位 足 脚 胴、腕、脚 手 頭 眼・顔 耳 

 適切な防護

装備 

安全ブー

ツ・靴 

安全ズボ

ン 

体に合っ

た衣服 
手袋 

安全ヘル

メット 

バイザー 

ゴーグル 
耳あて 

植え付け 

 手作業 ✓   ✓    

下刈り 

 手鎌 ✓   ✓    

 チェンソー ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

 草刈機 ✓  ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

枝打ち 

 手作業の道具 ✓   ✓ ✓ ✓  

伐倒 

 手作業の道具 ✓  ✓ ✓ ✓   

 チェンソー ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

玉切り 

 チェンソー ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ 

 機械 ✓  ✓ ✓  ✓ ✓ 

搬出・集材 

 搬出 ✓  ✓ ✓ ✓   

 集積 ✓  ✓ ✓ ✓   

 積み込み ✓  ✓ ✓ ✓   

 

（２）安全装備の点検・装着確認および更新 

安全装備の点検・装着確認は週１回朝礼時に行う。点検結果は点検表に記載し、破損や摩耗等

で更新の必要がある場合は速やかに更新する。更新の方法は各サイトで定める。 

（３）エピペンの携帯 

蜂毒等へのアレルギー反応による事故防止のため、森林作業従事者は定期的にアレルゲン検査

を受診する。その結果、蜂毒等に対する特異的 IgE のクラスが 4 以上の者に対しては本人の意思

確認のうえ、医師の診察を受けさせる。その結果、必要と判断された場合はエピペンを処方して

もらい、携帯させる。 

（４）ボランティアの安全管理 

・ボランティアが作業を行う場合は、傷害保険に加入する 

・ボランティアが行う作業は、その技術にあったものとする 
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・ボランティアには、急傾斜地等の足場の悪い場所での作業はさせない 

・参考資料２「森林ボランティア等推進方針」に基づき、市民のボランティア活動等に対し積

極的に支援する 

 

 

͒˵͑ ᴟᶘ ל  

認証林内においては、環境への影響を最大限に考慮し、化学薬品は原則使用しないこととする

が、やむを得ず使用する場合においても必要最低限とし、次のとおり適正な使用を行うとともに、

参考資料３「化学物質取扱いマニュアル」に基づいた取扱いとする。 

なお、ＦＳＣ森林認証において禁止されている薬剤については、原則として使用しないことと

する。 

（１）油脂の取扱い 

・油脂等の化学物質の使用については、製品の取扱方法を遵守する 

・油脂等を使用した機械器具からの流出を防ぐ 

・油脂等の交換、補給は渓流付近では行わない 

・使用した化学物質の廃棄物については持ち帰り、その処理規準や市町の処理規準に従って適 

正に廃棄する 

・渓流付近で使用する油脂は植物系への転換を図る 

（２）森林病害虫獣対策における取扱い 

・松くい虫被害等を確認した場合、周辺への蔓延を最小限に抑えるため、森林組合・林業事  

業体等と連携して早急に必要な措置をとる 

・薬剤を使用する場合には、環境への影響を最大限に考慮し、適正使用を行う 

・獣害対策において忌避剤を使用する場合には、環境負荷の少ないものを使用する 

ＦＳＣ森林認証禁止薬剤 

薬品名 用途 主要成分 

殺虫剤   

バークサイドＦ油剤 松枯れ（散布、塗布） フェニトロチオン（ＭＥＰ） 

スミチオン 松枯れ（散布、塗布） フェニトロチオン（ＭＥＰ） 

パインサイドＳ油剤Ｄ 松枯れ（散布、塗布） フェニトロチオン（ＭＥＰ） 

ジメトエート 農作物 ジメトエート 

 

ᵓזּ ͓  

͓˵͍ ᵲḩἰχ Ӄ 

施業が与える社会、環境等の影響を及ぼす対象を把握し、施業時には自ら検証を行う。 

影響への問い合わせ（苦情、意見）があった場合には、施業との因果関係を調査し、問い合わ

せへの回答を行うとともに、苦情処理記録を作成、保管する。 

 

͓˵͎ ᵔὨ 

所有権等に係る紛争が発生した場合には、施業は停止し紛争解決に努める。また、当方の責任
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により損害を与えた場合には、補償を行う。解決にあたっては、当事者間による交渉を持ってあ

たるが、合意に至らない場合、調停等により、解決を目指すこととする。紛争が解決した場合に

は、紛争解決が証明できるよう文書化し保管する。 

 

 

͓˵͏ Μ›ϩδ ᴂ 

認証林管理に関する問い合わせについては、各サイト及び事務局が応対するが、個人情報にか

かわることについてはサイトの構成員が応対する。 

また、木材の販売に関することは各サイトが応対し、事務局は応対しないこととする。 

 

͓˵͐ ӽּזᵓχḈ ᾂ  

山菜の採取等、地域社会の慣習的権利は、商業的な採取を除き、極力尊重されるものとする。 

 

͔ ӗ ᶎ ʺ ṏ ϒχ ├ 

͔˵͍ ꜛ ⌠Ộ  

林内交通の安全確保、不法投棄等の防止のため、公的林道や作業道と自力作業路との分岐点に

は、「関係者以外の車両立入禁止」の標示又は車止めを設置することをすすめる。 

 

͔˵͎ ᴲ← ρ ᴂ 

喫煙場所には十分に注意するとともに、吸い殻は適切に処理する。 

作業現場には消火器を配置し、その使用期限がきたものは交換する。 

掛川市中央消防署、掛川市消防団及び袋井消防署森分署、森町消防団と連携し、予防活動や演

習を行う。特に、所轄の消防団分団との連携を密にする。 

認証林及びその周辺で林野火災が発生した場合、消防団員は、消防団組織指揮系統で活動する

が、消防団員以外の構成員は、状況把握や消防組織に対する状況の説明等を積極的に行い、消火

活動に資する。 

 

͔˵͏ ṏ 

不法投棄を発見した場合は、参考資料４「不法投棄処理フロー」に基づき対応する。 

 

͔˵͐ Ӹ ⅜ 

盗伐を発見した場合には、管内の警察署、市町関係部署、森林所有者へ速やかに伝達する。 

また、盗伐の未然防止、再発防止のため必要に応じ自力作業路等への関係者以外の立入りを防

ぐ措置や関係機関と連携した巡回等を行う。 

 

͔˵͑ ṏ  

認証林内で発生した廃棄物については、参考資料５「廃棄物処理マニュアル」に基づき、適正

に処理する。 
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͕ χ τḩβϥḚ  

͕˵͍ χ ẉόḚ  

認証製品の管理にあたっては、木材の販売形態により、下記の識別方法を用いる。 

 

・立木：図面により認証林内であることを表示する 

・素材：丸太にスプレー等で着色し、識別する 

 ※土場における認証材の識別は、スプレー等による丸太元口への着色と、その時点で土場で

扱っている丸太を示す「土場扱い丸太一覧表」により識別する 

 

͕˵͎ Ͻи˔Фχ Ḛ  

サイト管理責任者は、年度終了後、各サイトの木材等販売記録を次年度の総会までにＦＭ認証

管理責任者に提出することとする。 

 

͕˵͏ τΤΤϥ  

製品販売時の伝票は、次の記載事項を含むものとする。 

（１）出荷の日付 

（２）収穫された森林経営計画団地名等 

（３）出荷先 

（４）出荷材積 

（５）製品仕様 

（６）認証登録番号 

（７）認証の種類 

 

͕˵͐ ᵰ Ӧ  

認証製品の加工についての外部委託は次のとおりとする。 

（１）外部委託先 

・「外部委託覚書」を締結した法人又は個人とする 

（２）認証製品の取扱い 

・非認証事業者については、対象事業者に応じた認証製品に関する取扱手順書を作成し、取

り扱うこととする 

・認証事業者については各々の管理マニュアルにより取扱うこととする 

 

͕˵͑ Ͻи˔Фḩἰּיӟᵰχּיχ ∙χ ∙ ▀ 

当グループの各サイト又はサイトの構成員、森林所有者以外の者が当グループの FSC 認証材

を取扱う場合については、参考資料６「FSC 認証材取扱いマニュアル」に基づくこととする。 

 

10 ῝ᵫ 

10˵͍ Ḛ ὓᵊ χ῝ᵫ 

この計画書は、すべて公開することとする。 
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10˵͎ Ш˔ЭЧ˔Ѕπχ῝ᵫ 

遠州森林認証グループ各サイトののホームページにおいて、当計画書の内容をはじめ、当グル

ープの活動や成果、モニタリング結果についての情報を公開する。 

 

10˵͏ ῝ᵫχ ᾢˢᾤ ῐˣ 

グループ単位での情報はすべて公開することとするが、各サイトの構成員の情報は公開しない

こととする。各サイトの構成員の情報は、構成員自らが判断し公開する。 

 

付記 この計画書は、平成 28 年 10 月 31 日から実施する。 

この計画書は、平成 29 年７月７日から実施する。 
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参考資料１ 

森林管理計画書「３－６野生生物と文化財の保護」関係 

 

希少動植物の保護に関するマニュアル 

 

１ 趣旨 

森林管理計画書「３－６野生生物と文化財の保護」に基づき、静岡県版レッドデータブック（静

岡県自然保護室 H16.3）掲載種のうち別紙１「希少動植物の生息一覧」に掲載されている動植物

等を発見した際の対処方法を、次のとおり定める。 

 

２ ＦＭ認証管理責任者 

（１）各サイト管理責任者からの情報を整理、記録、地図化する 

（２）伝達及び広報 

・発見について、他のサイト管理責任者に伝達する 

・鳥獣保護管理員及び行政環境担当部署に伝達を行う 

・こころない捕獲等を防止するため、広報は実施しない 

（３）本マニュアルの変更が必要な場合は、変更を行う 

 

３ サイト管理責任者 

（１）発見の記録及び報告 

・発見した場合は別紙２「希少動植物の生息確認調査票」に記録し、原本を保管するとともに

速やかにＦＭ認証管理責任者に提出する 

（２）施業時の注意 

・静岡県版レッドデータブック（静岡県自然保護室 H16.3）のカテゴリーごとの保護方針に基

づく対応を基本とする 

・施業時には、行政環境担当部署及び専門家と相談し、以下のとおりとする 

①希少動植物の生息を阻害しないよう工夫する 

②希少動物の営巣が見られるときは、営巣の妨げにならないよう配慮する 

③希少植物を発見し、施業に支障がある場合は、細心の注意をもって移植することとする

が、同一施業地内において行う 

（３）希少動植物の生息の公表 

・こころない捕獲等を防止するため、公表しない 

 

４ その他 

特別天然記念物であるカモシカについては、県及び市町の作成する管理計画に沿った対応及び

管理を実施する。 
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別紙１（希少動植物の保護に関するマニュアル） 

 

希少動植物の生息一覧 

植物 

         כꜞ◗♥◌
◘▬♩ 

   

з  

 

◌ꜘ♠ꜞ◓◘ Ⱶ◌꞉◦fi☺ꜙ●ꜘ  ủ  

ꜝfi ♫ꜜ♥fiⱴ ủ ủ  

ꜝfi ꜘ◒◦ⱴ▪◌◦ꜙ☻ꜝfi  ủ  

и  

 

ⱴ♠Ᵽꜝfi ⱴ♠Ᵽꜝfi  ủ  

◐fiⱳ►◕ Ⱶ☻Ⱶ♁► ủ   

☻▬꜠fi ○♬Ᵽ☻ ủ   

►ⱴⱡ☻☼◒◘ ◌◑●♃▪○▬ ủ ủ ủ 

◗ⱴⱡⱢ◓◘ ♩ꜝⱡ○☻☼◌◔ ủ   

◐◐ꜛ► ◐◐ꜛ► ủ ủ  

◐◒ ♃◌◘◗♁► ủ   

ꜝfi ♫♠◄ⱦⱠ  ủ  

ꜝfi ♫◑ꜝfi ủ ủ  

ꜝfi ◒ⱴ●▬♁► ủ ủ  

ꜝfi Ɫꜟ◙◐ꜘ♠◦꜡ꜝfi ủ ủ  

ꜝfi ⱨ►ꜝfi  ủ  

ꜝfi ►♅ꜛ►ꜝfi  ủ  

ꜝfi ♠꜠◘◑♁►  ủ ủ 

ꜝfi ⱶ◌♦ꜝfi  ủ  

 

 

☻▬꜠fi ☺ꜙfi◘▬  ủ ủ 

▪◌Ᵽ♫ ►☻◕♅ꜛ►☺♃♦ ủ   

ꜞfi♪► ▬♯☿fiⱩꜞ  ủ  

◦♁ ♃♅◐ꜝfi♁► ủ ủ ủ 

◗ⱴⱡⱢ◓◘ ○○ⱥ◐ꜜ⸗◑  ủ  

◐◒ ▬☼◌♬◖►⸗ꜞ ủ ủ  

◐◒ ▬☼ⱢⱢ◖ ủ ủ ủ 

ꜝfi ◦ꜝfi ủ ủ  

ꜝfi ⱴⱷ♣♃ꜝfi ủ ủ  

ꜝfi ⱶ◑ꜝfi ủ ủ  

ꜝfi ◄ⱦⱠ ủ ủ ủ 

ꜝfi ◐fiꜝfi ủ ủ  

ꜝfi ☿♇◖◒ ủ ủ ủ 

ꜝfi ◒꜡ꜘ♠◦꜡ꜝfi ủ ủ  
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-й  

ⱱfi◓►◦♄ ◄♄►♅ⱱfi◓►◦♄ ủ   

►ꜝⱲ◦ ▪○Ⱡ◌☼ꜝ  ủ  

▪◌Ⱡ ▬♫⸗ꜞ♁►  ủ ủ 

Ɫⱴ►♠Ⱳ ◐ꜜ☻Ⱶ►♠Ⱳ  ủ ủ 

◐◐ꜛ► ◘꞉◑◐ꜛ►  ủ  

◐◒ ⱡ♬●♫ ủ   

ꜚꜞ ◌♃◒ꜞ ủ   

◐fiⱣ▬◙◘ ◖◐fiⱣ▬◙◘ ủ   

◌ꜘ♠ꜞ◓◘ ⱴ♠◌◘☻☻◐ ủ   

ꜝfi ⱬ♬◦ꜙ☻ꜝfi ủ ủ  

ꜝfi ⱥ♩♠Ⱳ◒꜡ ủ ủ  

(注) 

「静岡県版レッドデータブック」の掲載種のうち、認証森林範囲に分布すると記載された種 
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別紙１（希少動植物の保護に関するマニュアル） 

 

希少動植物の生息一覧 

哺乳類 

         כꜞ◗♥◌
◘▬♩ 

   

 

 
ꜞ☻ ⱶ◘◘ⱦ  ủ  

 

-й  
ꜞ☻ ♬ⱱfiꜞ☻ ủ ủ  

(注) 

「静岡県版レッドデータブック」の掲載種のうち、認証森林範囲に分布すると記載された種 
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別紙１（希少動植物の保護に関するマニュアル） 

 

希少動植物の生息一覧 

鳥類 

         כꜞ◗♥◌
◘▬♩ 

   

з  

 

◘◑ Ⱶ♂◗▬ ủ ủ  

◌꞉☿Ⱶ ▪◌◦ꜛ►ⱦfi ủ ủ ủ 

◘fi◦ꜛ►◒▬ ◘fi◦ꜛ►◒▬ ủ ủ  

и  

 

♃◌ Ɫ♅◒ⱴ ủ ủ  

♃◌ ○○♃◌ ủ ủ  

♃◌ Ɫ▬♃◌   ủ 

♃◌ ◘◦Ᵽ ủ ủ ủ 

♃◌ ◒ⱴ♃◌ ủ ủ ủ 

ⱨ◒꜡► ▪○Ᵽ☼◒ ủ   

ꜜ♃◌ ꜜ♃◌  ủ ủ 

◌꞉☿Ⱶ ꜘⱴ☿Ⱶ ủ   

 

 

◐☺ ꜘⱴ♪ꜞ ủ ủ  

♅♪ꜞ ▬◌ꜟ♅♪ꜞ  ủ  

ⱨ◒꜡► ⱨ◒꜡► ủ ủ  

◌◘◘◑ⱥ♃◐ ◘fi◖►♅ꜛ► ủ ủ  

 

 
◦◑ ꜘⱴ◦◑ ủ ủ  

(注)  

「静岡県版レッドデータブック」の掲載種のうち、認証森林範囲に分布すると記載された種  
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別紙１（希少動植物の保護に関するマニュアル） 

 

希少動植物の生息一覧 

爬虫類 

         כꜞ◗♥◌
◘▬♩ 

   

з  

 
♩◌◕ ♬ⱱfi♩◌◕ ủ ủ  

 

-й  

Ᵽ♃◓כꜟ●ⱷ ◒◘●ⱷ ủ   

ꜘ⸗ꜞ ♬ⱱfiꜘ⸗ꜞ ủ ủ  

(注)  

「静岡県版レッドデータブック」の掲載種のうち、認証森林範囲に分布すると記載された種  
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別紙１（希少動植物の保護に関するマニュアル） 

 

希少動植物の生息一覧 

両生類 

         כꜞ◗♥◌
◘▬♩ 

   

и  

 
▪◌●◄ꜟ ♬ⱱfi▪◌●◄ꜟ ủ   

 

 

▪○●◄ꜟ ◌☺◌●◄ꜟ ủ ủ  

▪○●◄ꜟ ⸗ꜞ▪○●◄ꜟ ủ   

 

-й  

ⱥ◐●◄ꜟ ▪☼ⱴⱥ◐●◄ꜟ ủ ủ  

▪◌●◄ꜟ ♩ⱡ◘ⱴ●◄ꜟ ủ ủ  

(注)  

「静岡県版レッドデータブック」の掲載種のうち、認証森林範囲に分布すると記載された種  
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別紙１（希少動植物の保護に関するマニュアル） 

 

希少動植物の生息一覧 

淡水魚類 

         כꜞ◗♥◌
◘▬♩ 

   

з  

 

ꜘ♠ⱷ►♫◑ ☻♫ꜘ♠ⱷ  ủ  

♪☺ꜛ► ☻☺◦ⱴ♪☺ꜛ►  ủ   

▪◌◙ ▪◌◙ ủ ủ  

и  

 

♪☺ꜛ► ⱱ♩◔♪☺ꜛ► ủ ủ  

ⱷ♄◌ ⱷ♄◌ ủ ủ  

◌☺◌ ►♠☿Ⱶ◌☺◌ ủ ủ  

 

 

♪☺ꜛ► ♫●꜠ⱱ♩◔♪☺ꜛ►  ủ  

◌☺◌ ◌☺◌  ủ ủ 

 

-и  

◘◔ ▪ⱴ◗( )⁸◘♠◐ⱴ☻( )   ủ ủ 

◖▬ ◌꞉ⱶ♠ ủ ủ ủ 

◖▬ ♃◌Ɫꜘ ủ ủ ủ 

◖▬ ♃⸗꜡◖ ủ   

♪☺ꜛ► ◦ⱴ♪☺ꜛ► ủ ủ  

Ɫ♀ ◌꞉ꜜ◦ⱡⱲꜞ ủ ủ ủ 

(注)  

「静岡県版レッドデータブック」の掲載種のうち、認証森林範囲に分布すると記載された種 
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別紙１（希少動植物の保護に関するマニュアル） 

 

希少動植物の生息一覧 

昆虫類 

     כꜞ◗♥◌
    

 

◘▬♩ 

   

з  

 

▬♩♩fiⱲ ○○▬♩♩fiⱲ ủ ủ ủ 

☺ꜗⱡⱷ♅ꜛ► ⱥⱷⱥ◌◕  ủ  

и  

 

◘♫◄♩fiⱲ ⱨ♃☻☺◘♫◄ ủ ủ  

☿☿ꜞ♅ꜛ► ○○♅ꜗⱣⱠ☿☿ꜞ ủ   

◦☺Ⱶ♅ꜛ► ►ꜝ♫Ⱶ▪◌◦☺Ⱶ  ủ  

◦☺Ⱶ♅ꜛ► ◒꜡◦☺Ⱶ ủ ủ  

☺ꜗⱡⱷ♅ꜛ► ►ꜝ♫Ⱶ☺ꜗⱡⱷ ủ ủ  

 

 

Ᵽ♇♃ ◌◔●꞉ⱨ◐Ᵽ♇♃ ủ ủ  

◦☺Ⱶ♅ꜛ► Ⱶꜘⱴ◦☺Ⱶ ủ   

☺ꜗⱡⱷ♅ꜛ► ◒꜡ⱥ◌◕⸗♪◐ ủ ủ ủ 

 

 

◖♠Ⱪ◕fi◗꜡► ◐Ⱳ◦♅ⱦ◖♠Ⱪ◕fi◗꜡► ủ   

Ⱶ☼☻ⱴ◦ Ⱶ☼☻ⱴ◦ ủ   

 

-и  
♃♥Ɫ♅ꜛ► ◖ⱶꜝ◘◐ ủ ủ  

 

-й  
♃♥Ɫ♅ꜛ► ○○ⱶꜝ◘◐ ủ ủ  

(注)  

「静岡県版レッドデータブック」の掲載種のうち、認証森林範囲に分布すると記載された種 
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別紙１（希少動植物の保護に関するマニュアル） 

 

希少動植物の生息一覧 

陸・淡水産貝類 

         כꜞ◗♥◌
◘▬♩ 

   

 

 

♃♬◦ ○○♃♬◦ ủ ủ  

ⱥꜝⱴ◐●▬ ⱥꜝⱴ◐Ⱶ☼ⱴ▬ⱴ▬ ủ ủ  

ⱥꜝⱴ◐●▬ ⱥꜝⱴ◐●▬⸗♪◐ ủ ủ  

(注)  

「静岡県版レッドデータブック」の掲載種のうち、認証森林範囲に分布すると記載された種  



- 26 - 

 

別紙２（希少動植物の保護に関するマニュアル） 

 

希少動植物の生息確認調査票 

 

ＦＭ認証管理責任者 様 

 

サイト管理責任者 

氏名 

 

希少動植物を発見したので下記のとおり報告します。 

項 目 内 容 

発 見 日  年   月   日 

発見の場所  
サ イ ト 名： 

林小班番号： 

希少動植物名  

発見後の対応 

 

添付書類：発見した場所の地図（森林計画図） 

希少動植物の様子がわかる写真 
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参考資料２ 

森林管理計画書「６－４安全管理」関係 

 

森林ボランティア等推進方針 

 

１ 趣旨 

森林管理計画書「６－４安全管理」に基づき、「森林とふれあう市民の快適生活」の実現を目

指し、市民一人ひとりの森林経営・管理への参加を推進するため、森林ボランティアに関する推

進方針を次のとおり定める。 

 

２ 現状 

森林ボランティア活動は、実際の森林で森林や木々を、見て、触れて、感じ、発見することで、

森林の有する多面的機能や木材利用に対する理解と関心を深める有効な方法である。 

森林ボランティア活動や森林・林業の体験を伴った都市と山村の交流が様々な主体により行わ

れ、それに参加する市民が増えているが、参加者は限定的なのが現状である。 

 

３ 方針 

森林ボランティアは、市民が森林とのふれあいを通じて森林への理解や関心を高めるための推

進役として活躍することが期待される。 

特に、里山の竹林等、経済性の低い森林、生態系などの保全を図る必要が高い森林、広く市民

が利用するレクリエーション空間としての森林等は、森林ボランティアが積極的に森林経営・管

理に参加することが期待される。 

このため、現在、県、市町が実施している各種イベントや講座（森林感謝祭や森林ボランティ

ア講座、森づくり県民大作戦、しずおか未来の森サポーター制度等）の充実・推進を図り、森林

ボランティアの育成・発掘を進めるとともに、市有林・町有林等を活用し、森林ボランティアと

行政との連携を深め、森林とふれあう市民の快適生活の実現を目指す。  
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参考資料３ 

森林管理計画書「６－５化学物質処理」関係 

 

化学物質取扱いマニュアル 

 

森林管理計画書「６－５化学物質処理」に基づき、化学物質（忌避剤・育苗における薬剤等）

の使用にあたっては、次のとおりとする。 

 

１ ＦＭ認証管理責任者 

（１）サイト管理責任者からの報告を整理、記録する 

（２）使用についての疑義を調査する 

 

２ サイト管理責任者 

（１）化学物質（忌避剤・育苗における薬剤等）使用基準 

・原則として使用しないこととするが、やむを得ず使用する場合でも必要最低限とし、次のと

おりとする 

・合成化学薬品は、ほかに非常に高価でない非化学薬品の代替物がない場合にのみ使用する 

・使用する場合は、いかなる場合でも生態系に何らかの影響を及ぼすことを心得ること 

≪忌避剤≫ 

○野生鳥獣による植林後の苗木における食害等に対し、化学物質によらなければ保護がで

きないと判断した場合 

≪育苗における薬剤≫ 

○植栽苗の生育が明らかに劣っていて、天然性肥料の使用では経済的育林が不可能である

場合 

○植栽木が病虫獣害等により、化学物質によらなければ樹勢が回復しないと判断した場合 

≪全体≫ 

○次の事項を場所の条件とする。 

使用しようとする場所が水道水源に影響がない場所 

希少動植物が確認されていない場所 

（２）やむを得ず化学物質（忌避剤・育苗における薬剤等）を使用する場合 

・ＦＭ認証管理責任者に別紙１「化学物質使用報告書（忌避剤・育苗における薬剤等）」を提

出する 

・別紙１「化学物質使用報告書（忌避剤・育苗における薬剤等）」の「使用の理由」欄には、

非化学薬品の代替物でなく、化学薬品を使用する正当な理由を記載する 

・また、合成化学薬品を使用する際には、検討された非化学薬品も併せて記録すること 

・化学物質（忌避剤・育苗における薬剤等）の基準量を遵守すること 

・化学物質（忌避剤・育苗における薬剤等）を使用する際は、取扱説明書等を遵守し、ゴーグ

ルや手袋の着用等により人体への影響を配慮する。 

・粒状物質を使用する場合は、他の林分や河川等への直接流出がないように工夫すること 
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・使用後において使用した原因が改善しているかどうか確認すること 

・追加の使用及び翌年度の使用においても手順は同じものとする 

・万一、化学物質（忌避剤・育苗における薬剤等）を使用して生態系に対する重大な影響を確

認した場合は、ＦＭ認証管理責任者に別紙２「化学物質（忌避剤・育苗における薬剤等）に

関する生態系影響報告書」により報告し、対応を検討する 
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別紙１（化学物質取扱マニュアル） 

 

化学物質使用報告書（忌避剤） 

 

遠州森林認証グループ 

ＦＭ認証管理責任者 様 

サイト管理責任者 

氏名 

サイト名   

事業期間  

番  号 地  番 
 

忌避剤の種類 樹  種 林  齢 面  積 
実施日 

(散布日) 

 

所有者名       

住  所 

 

林小班 
林  班 準 林 班 小  班 

使用量

(ℓ) 

    

番  号 地  番 
 

忌避剤の種類 樹  種 林  齢 面  積 
実施日 

(散布日) 

 

所有者名       

住  所 

 

林小班 
林  班 準 林 班 小  班 

使用量

(ℓ) 

    

番  号 地  番 
 

忌避剤の種類 樹  種 林  齢 面  積 
実施日 

(散布日) 

 

所有者名       

住  所 

 

林小班 
林  班 準 林 班 小  班 

使用量

(ℓ) 

    

番  号 地  番 
 

忌避剤の種類 樹  種 林  齢 面  積 
実施日 

(散布日) 

 

所有者名       

住  所 

 

林小班 
林  班 準 林 班 小  班 

使用量

(ℓ) 

    

番  号 地  番 
 

忌避剤の種類 樹  種 林  齢 面  積 
実施日 

(散布日) 

 

所有者名       

住  所 

 

林小班 
林  班 準 林 班 小  班 

使用量

(ℓ) 
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添付書類：使用した場所の地図 

合計使用量(ℓ) 

 

使用の理由 

別紙１（化学物質取扱マニュアル） 

 

化学物質使用報告書（育苗における薬剤等） 

 

遠州森林認証グループ 

ＦＭ認証管理責任者 様 

サイト管理責任者 

氏名 

サイト名   

事業期間  

番  号 地  番  薬剤の種類 薬剤使用日 樹  種 面  積 植 栽 日 

 

所有者名       

住  所 

 

林小班 
林  班 準 林 班 小  班 

使用量

(ℓ) 

    

番  号 地  番  薬剤の種類 薬剤使用日 樹  種 面  積 植 栽 日 

 

所有者名       

住  所 

 

林小班 
林  班 準 林 班 小  班 

使用量

(ℓ) 

    

番  号 地  番  薬剤の種類 薬剤使用日 樹  種 面  積 植 栽 日 

 

所有者名       

住  所 

 

林小班 
林  班 準 林 班 小  班 

使用量

(ℓ) 

    

番  号 地  番  薬剤の種類 薬剤使用日 樹  種 面  積 植 栽 日 

 

所有者名       

住  所 

 

林小班 
林  班 準 林 班 小  班 

使用量

(ℓ) 

    

番  号 地  番  薬剤の種類 薬剤使用日 樹  種 面  積 植 栽 日 
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所有者名       

住  所 

 

林小班 
林  班 準 林 班 小  班 

使用量

(ℓ) 

    

添付書類：使用した場所の地図 

合計使用量(ℓ) 

 

使用の理由 
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別紙２（化学物質取扱マニュアル） 

 

化学物質（忌避剤・育苗における薬剤等）に関する生態系影響報告書 

 

ＦＭ認証管理責任者 様 

 

サイト管理責任者 

氏名 

 

化学物質（忌避剤・育苗における薬剤等）の使用により生態系への影響が確認されましたので、

下記のとおり報告します。 

 

記 

項  目 内  容 

化学物質使用日      年   月   日 

使用場所 
サ イ ト 名： 

林小班番号： 

使用の理由 

 

化学物質名 
 

確認された生態系への

影響 

 

対応方法 

 

添付書類：使用した場所の地図（森林計画図） 

使用の様子がわかる写真 
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参考資料４ 不法投棄処理フロー 

 

  
ⱨ꜡כ( ◘▬♩╩ ↄ)  ⱨ꜡כ( ◘▬♩)  

 

⌂≥─  

⅜  ⅜  

⌐╟╢  ≢  

β ⌐╟╢ ┼─  

⌐╟∫≡│⁸ ⌐  

 

β 

β 

 

(0538- 37- 2301) 

 
0538- 85- 0110 

 

 

 

ה  

 

  

 
0537- 22- 0110 

 
0538- 85- 0110 

 

⅜  ⅜  

≢  

β ⌐╟╢ ┼─  

⌐╟∫≡│⁸ ⌐  

⌐╟╢  

⌂≥─  

 

 

 

 

ה  

 

(0537- 25- 2111) 

(0538- 86- 0211) 
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参考資料５ 

森林管理計画書「８－５廃棄物処理」関係 

 

廃棄物処理マニュアル 

 

１ 趣旨 

森林管理計画書「８－５廃棄物処理」に基づき、「持続可能な森林経営・管理」の実現を目指

し、適切な廃棄物の処理を実施するためのマニュアルを次のとおり定める。 

 

２ 廃棄物処理の基本方針 

作業現場において発生する廃棄物については、林内に残さず、すべて事業所に持ち帰り、適切

に処理すること。 

 

３ 廃棄物処理の方法 

（１）廃棄物の処分方法は、市町によって異なるため、所在する市町の分別収集カレンダーを確認

の上、ルールに従って処分することとする 

（２）事業所に持ち帰った廃棄物について、分別収集カレンダーで確認できない事項に関しては、

次の問い合わせ先で確認し、適切に処分することとする 

 

市町名 問い合わせ先 電話番号 

掛川市 環境政策課 0537-21-1164 

森 町 住民生活課 生活保全係 0538-85-6314 
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参考資料６ 

森林管理計画書「９－５グループ関係者以外の認証材の取扱い」関係 

 

FSC 認証材取扱いマニュアル 

 

森林管理計画書「９－５グループ関係者以外の認証材の取扱い」に基づき、グループ関係者以

外の者が当グループの FSC 森林認証材を取扱う場合については、次のとおりとする。 

なお、本マニュアルにおける「立木売買」とは、所有権が森林所有者から契約した業者に移転

したうえで素材生産を行うことをいい、「委託生産」とは、所有権が森林所有者から移転しない

まま素材生産を行うことをいう。 

 

１ 当グループの認証林内で立木売買を行う場合 

（１）施業前 

・契約業者は、立木売買契約書等に当グループの認証登録番号及び認証種類を記載し、その

写しをサイト管理責任者に提出する 

 ・サイト管理責任者は、立木売買契約書等の内容から、当グループの認証林の有無や COC認

証取得の有無等を確認し、認証材として適正と認められた場合、「FSC 森林認証材証明書（立

木売買用）（別紙１）」を契約業者に交付することができる 

（２）施業後 

・契約業者は、精算書（写）又は売上伝票（写）等を用い、FSC 森林認証材の出荷材積をサ

イト管理責任者に報告する 

   ・契約業者は、「森林作業共通仕様書」に基づく「森林作業チェックリスト」をサイト管理責

任者に提出する 

 

２ 当グループの認証林内で委託生産を行う場合 

（１）誓約書の提出 

・グループ関係者以外の者が、当グループの認証林内で委託生産を実施し、FSC 森林認証材

として取扱う場合、本グループの目的に同意し、FM 認証管理責任者に「FSC 認証材取扱に

関する遵守誓約書（別紙３）」を提出すること 

（２）施業前 

・グループ関係者又は委託請負業者は、請負契約書（写）等に当グループの認証登録番号及び

認証種類を記載し、その写しをサイト管理責任者に提出する 

 ・サイト管理責任者は、請負契約書等の内容から当グループの認証林の有無を確認し、認証材

として適正と認められた場合、「FSC 森林認証材証明書（委託請負用）（別紙２）」をグルー

プ関係者又は委託請負業者に交付することができる 

（３）施業後 

 ・グループ関係者又は委託請負業者は、精算書（写）又は売上伝票（写）等を用い、FSC 森

林認証材の出荷材積をサイト管理責任者に報告する 
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 ・グループ関係者又は委託請負業者は、「森林作業共通仕様書」に基づく「森林作業チェック

リスト」をサイト管理責任者に提出する 


